
令和 2年 12月定例会

一 般 質 問 通 告 書
令和 ２ 年１１月２０日

琴浦町議会議長 小 椋 正 和 様

琴浦町議会議員 澤 田 豊 秋

次の事項について質問します。

１－１

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

１．２０５０年温室効

果ガス排出ゼロに向

けた取り組みについ

て

２０１５年１２月にフランス・パリで開催されたＣ

ＯＰ２１で、２０２０年以降の地球温暖化対策の国際

的な枠組みが決められ、今世紀後半に世界全体の温室

効果ガス排出量を実質的にゼロにする。つまり、「脱炭

素化」を目指す「パリ協定」が世界の約２００か国が

合意して成立しました。

我が国は、ようやく菅首相が所信表明演説で、２０

５０年に国内の温室効果ガス排出を実質ゼロにすると

宣言されました。

このことを受け、今後琴浦町としてどのように取り

組みを進めていく考えなのか町長にお尋ねします。

① 県は１月に温室効果ガス排出の「５０年実質ゼロ」

を打ち出しました。本町もその取り組む意思を明確

にするためにも、２０５０年温室効果ガス排出ゼロ

を宣言すべきと思うが町長の所見をお伺いします。

② エネルギーの地産地消が叫ばれている今日、２０５

０年に向けて具体的にどのように取り組まれるの

か、また、ＳＤＧｓの取り組みとも関連があると思

うが、第２次琴浦町環境基本計画の見直しを早期に

着手すべきではないか。

町 長



令和 2年 12月定例会

１－２

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

２．地域活性化に向け

た今後の公民館等に

ついて

活力ある地域づくりに、各地区公民館が大きな役割

を果たしてきたが、人口減少、少子高齢化、荒廃農地、

農業後継者不足、防災の問題など、さまざまな課題が

山積し、地域振興協議会と公民館との連携など、地域

における体制の整備はこれからのまちづくりにはとて

も重要であります。

町長はこれからの公民館は、自治センター化という

考え方が一つのステップだと言われてきました。

今後、地域の活性化に向けてどのように考えておら

れるのか町長、教育長にお尋ねします。

① 自治センターは、公民館との関係を含めてどのよう

に考え具体化していくのか。

② 今後の公民館施設並びに職員体制の整備充実をど

のように考えているのか。

町 長

教育長

３．町内にあるＪＲ西

日本の駅舎について

ＪＲ西日本では、今後の人口減少とそれに伴う通勤

通学の需要減少や人手不足を背景に、駅のシンプル化

が進められており、浦安駅、赤碕駅の今後の活用につ

いて、ＪＲ西日本より琴浦町は三つの提案を受けてい

ます。

① 既存駅舎を撤去し、ＪＲ西日本が新たな駅舎を設

置。（需要に応じた規模）

② 現在の駅舎を町へ譲渡、維持管理は町が行う。

③ 駅舎を再整備し、町有施設として活用。（ＪＲ西日

本は一部費用を負担）

この三つの提案を受けて、町長はどのように対応し

ていく考えなのかお尋ねします。

町 長



令和 2年 12月定例会

一 般 質 問 通 告 書
令和 ２ 年１１月２０日

琴浦町議会議長 小 椋 正 和 様

琴浦町議会議員 桑 本 賢 治

次の事項について質問します。

２

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

１．熱中小学校の成果

と今後の展望につい

て

熱中小学校は地方創生事業の１つとして３年間取り

組まれました。

この３年間の成果及び今後の展望について伺いま

す。

町 長

２．町内の駅舎につい

て

JR西日本の提案内容と町の対応を伺います。 町 長

３．駐在所設置につい

て

八橋警察署から琴浦大山警察署と名称を変え赤碕の

地へ移転しました。

八橋地区の駐在所計画はありますか。

あるとすれば、どこまで進展しているのか伺います。

町 長



令和 2年 12月定例会

一 般 質 問 通 告 書

令和 ２ 年１１月２４日

琴浦町議会議長 小 椋 正 和 様

琴浦町議会議員 高 塚 勝

次の事項について質問します。

３

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

１．町長の政治姿勢に

ついて

①住民や諸団体の行政要望は、どの様な考え方で対応

していますか。

②町長として、住民、諸団体、議会に対し、どのよう

な考えで施策の説明責任をはたしていますか。

③上伊勢地内の道路境界裁判における、その後の取り

組みはどのように対応しましたか。

④成美地区公民館の浄化槽故障に伴い、今後の成美地

区公民館のあり方はどの様に考えていますか。

町 長

２．部落差別について 琴浦町には、具体的にどの様な部落差別がありますか、

また、その差別解消には具体的に、どのような施策を

行っていますか。

町 長

教育長



令和 2年 12月定例会

一 般 質 問 通 告 書

令和 ２ 年１１月２４日

琴浦町議会議長 小 椋 正 和 様

琴浦町議会議員 青 亀 壽 宏

次の事項について質問します。

４

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

１.「琴浦町業務改革推

進支援事業最終報告

書」の利・活用につ

いて

①報告書の利・活用に当たっての基本的な考え方につ

いて。

②報告書と「琴浦町まち・ひと・くらし創生戦略」と

の関係について。

③報告書の具体化に当たって関係町民や団体、議会等

との合意形成はどのように実現するのか。

町長

２．「第２次琴浦町観光

ビジョン」と「『道の

駅』活性化計画」に

ついて

①「食える観光」から「稼ぐ観光」へ観光ビジョンを

発展させたが、どのように実現するのか。

②「フード・ツーリズム」とは具体的にどのようなイ

メージのものか。

③「『道の駅』活性化計画最終報告書」をいかに活かす

のか

町長



令和 2年 12月定例会

一 般 質 問 通 告 書

令和 ２ 年１１月２４日

琴浦町議会議長 小 椋 正 和 様

琴浦町議会議員 手 嶋 正 巳

次の事項について質問します。

５

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

１．カウベルホール廃

止について

次の三項目につき町長の考えを伺う。

○９月定例会の同僚議員の一般質問で廃止と答弁され

た。どうして前日にでも議員に説明がなされなかっ

たのか。

○冷暖房、天井の修理として８億円程度かかると口頭

での説明はあったが、どこの設計業者に依頼された

のか、設計料をいくら払われたのか判らない。又、

見積書を提示される考えは。

○町民の方で本当に８億円かかるのか疑問に感じてお

られる方がおられる。町内 A級建築業者に再見積り
をされる考えは。

町 長

２．高齢者の生活支え

る小型モビリティ（移

動手段）について

シニアカー（電動車椅子）や電動アシスト自転車な

どの小型モビリティ（移動手段）は自動車や路線バス

などに代わる高齢者の新たな「生活の足」としてその

可能性に期待が高まっている。

超高齢者社会を見据え小型モビリティの普及に力を

入れる考えはないか伺う。

町 長



令和 2年 12月定例会

一 般 質 問 通 告 書

令和 ２ 年１１月２４日

琴浦町議会議長 小 椋 正 和 様

琴浦町議会議員 福本まり子

次の事項について質問します。

６－１

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

１．小松町長の政治姿

勢を問う

【町の今後を見据えたコロナ対策を】

国の施策は「アベノマスク」に始まり、飲食や観光

を中心とする経済回復対策はすでに１００兆円を超え

ると言われている。しかし、ここにきて「GoToトラベ
ル見直し」など、詰めの甘い見切り発車の施策でさら

に混乱を招いている。長い期間工場のラインを止めた

製造業やそこで働く人は大きな打撃だ。特に非正規の

人には死活問題、職を失う人も多いはず。

中には、「本社が他市町に移転するのでは？」といっ

たうわさまで耳にする。

人への思いやこれまで培ってきたことを大事にしな

いと町は疲弊する。

大学生もいまだに対面授業が行われずリモート授業

だという。就職もままならない。生活や教育等、すべ

てが元の状態に戻ることはないが、国、県の施策以上

に、コロナ後を見越しての対策が急務。

【事業の可視化が重要】

第２期琴浦町まち・ひと・くらし創生戦略として「住

んで楽しいまちづくり」をかかげ、「事業レビュー」や

「琴浦自分事化会議」などを実施してきている。町民

の意見を聞く良い企画であるが、事業の狙いと審議委

員の質問とのズレがある場合は評価にもそれが反映し

町 長



令和 2年 12月定例会

６－２

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

てしまう。悪く言えば誘導もできる。

検討しなければならないと思われる事業が奥に隠れ

てしまっている。町長は「この事業をこうしたいと考

えるがみなさんはどう思うか」といった提案型のやり

取りも必要だ。

【町民が主役のはずなのに！】

すでに意見が出されたものも結論が出せずゆれてい

る。

さらには、議会や関係町民に何らの話もなく事が進

められようとしていることもある。個別具体的に今後

の方向性を示されたい。

１．カウベルホール閉鎖後の具体策は？いつまで放

置？

２．成美地区公民館のトイレ改修、下水接続は？

（地区の人たちは活動停止状態）

３．各地区公民館と自治センター構想は、それぞれ

の地区の人たちが納得していることなのか？

４．子ども園の統廃合はあるのか？保護者や町民の

意見は？

５．町の業務をどこまで外部委託するのか？

一向平キャンプ場、東伯総合公園、道の駅、子ど

も園調理業務、放課後児童クラブ、役場窓口業務

etc （一体誰のための委託なのか）

６．分庁舎とまなタンの意義と位置づけ、今後の在

り方は？

７．「熱中小学校」の運営と今後の方向性は

８．ふるさと納税企業版の寄付が「熱中小学校」の

運営資金となるような懸念があるが？ 企業はお

礼を求めないか？

９．その他、町長が変革しようとするもの



令和 2年 12月定例会

６－３

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

２．町のロゴ＆キャッ

チコピーから受ける印

象は良くない

※「小さいくせに全部ある」

１．大手企業に委託した新ロゴとキャッチコピー制作

に至る経緯と、これまでにどれだけの経費を要した

のか？

２．「～のくせに！」の使い方

多くは「ある立場、身分、状況にふさわしくない」

という対象について不満、避難、軽蔑の意味をあら

わす。

「～のくせに」の後に続く言葉は否定的な文が多い。

例…女のくせに生意気だ。男のくせに女みたいだ。

３．男女共同参画を推進する立場でこの使い方を良し

とした理由は？（特に、～らしく、～のくせに）

４．あらゆる差別をなくする総合計画、人権施策の推

進を図るうえでユニバーサルデザインの視点がある

のか？

（人、物に対する言葉の使い方が与えるイメージは）

５．ロゴのイメージ

個人の嗜好ではなく、真に琴浦町にふさわしいもの

か？

６．全国公募（町民も含む）、町民投票による決定を行

うほうが琴浦町に対し興味や関心を持つ機会になり、

さらには町民が選ぶことによって、より「わが町は！」

という思いも強くなるのではないか。

町 長



令和 2年 12月定例会

一 般 質 問 通 告 書

令和 ２ 年１１月２４日

琴浦町議会議長 小 椋 正 和 様

琴浦町議会議員 角 勝 計 介

次の事項について質問します。

７

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

１．人に優しい町づく

りの一環として

①本町は自然に恵まれ、お宝の豊富な町であるが、何

といっても最大のお宝は、そこに暮らす住民の方々で

あることは言うまでもない。農業・林業・建設業・漁

業など一次産業従事者も多く、体を使う現業職である。

また、介護職などもそのひとつ。そこで働く人たちの

少しでも助けになるようにパワースーツの導入、リー

ス・レンタル対応も考えた研究、モニタリング、さら

にはメーカー企業誘致まで検討してはどうか。

町 長

２．健康寿命延伸策の

一つとして、また動物

愛護の観点から

②以前にも質問したが、ペットを飼育することで健康

寿命が延びるアニマルセラピー効果というのが、医学

の世界で証明されている。そこで、年金暮らしの老夫

婦や独居老人等の獣医療（ペット保険）等の一部助成

の検討と、飼い主が先に亡くなった場合残されたペッ

トの引取先の紹介など、老人のペット飼育の後押しを

考えていただきたい。また、保護犬・保護猫などを引

き取っていただける奇特な方に対しても同様の対応を

お願いしたい。

町 長



令和 2年 12月定例会

一 般 質 問 通 告 書

令和 ２ 年１１月２４日

琴浦町議会議長 小 椋 正 和 様

琴浦町議会議員 押 本 昌 幸

次の事項について質問します。

８

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

１．ポストコロナを見

据えた、将来の地元産

業を担うべき高度な専

門性を有する者として

の大学等進学者の向上

をはかるには

①ポストコロナの社会における鳥取県・琴浦町の在り

方「分散と DX」をどう描いているのか。

②人口ビジョン（2050～60年）は。
＊国調、住基人口の差は何か。

③鳥大医学部を核としたヘルスケア産業クラスターを

作る試みが地元に担い手が居ないことで頓挫したとい

う。

⇒鳥取県の大学等進学率は平成３年度から全国平均を

下回り、徐々にその差が大きくなり、近年は 10％近く
に達している。

④また、琴浦町ではどうなのか。

⑤その原因と

⑥その対策。

⑦議員及び町長の任期は４年間であるが、だからとい

って４～５年を考えればよいというものではないと考

えるが、町長の考えを伺う。

町 長

町 長

教育長

町 長



令和 2年 12月定例会

一 般 質 問 通 告 書

令和 ２ 年１１月２４日

琴浦町議会議長 小 椋 正 和 様

琴浦町議会議員 新 藤 登 子

次の事項について質問します。

９

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

１．産後の母親を守る

支援について

コロナ禍の中で目出度く出産され、可愛い我が子と

の出会いがあり幸せのはずが当たり前なのに、その当

たり前が奪われ、孤独と不安にかられ、何をしても不

安の日々が続くのが「産後のうつ」です。このコロナ

禍の中で倍以上に増加しているようです。早めの対応

が必要だと思います。

心の問題として母親を救うためにはどのような支援

を考えられますか、町長にお伺いします。

①「産後のうつ」を防ぐために母親を孤立させないこ

とは極めて重要です。コロナ禍では保健師や助産師、

また専門職からのサポートが行き届きにくくなってい

るのが実態のようですが、どのように守っていかれま

すか。

②コロナ禍で収入減になった世帯にとっては負担が大

きいです。休息を必要とする全ての母親たちが利用し

やすいような手厚い助成が必要だと思います。産後ケ

ア事業として何か良いお考えがあるかお聞かせくださ

い。

町 長



令和 2年 12月定例会

一 般 質 問 通 告 書

令和 ２ 年１１月２４日

琴浦町議会議長 小 椋 正 和 様

琴浦町議会議員 井 木 裕

次の事項について質問します。

１０

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

１．政治姿勢について ①赤碕駅の無人化にどのように対応されたか。現在、

赤碕駅の無人化がされているが無人化までの経緯が知

りたい。

②琴浦物産館は、設立時は１０年契約であったがこの

度随時契約になっていたがなぜか。

③ことうらこども園とふなのえこども園を一本化にす

る理由は何か。

④成美地区公民館（トイレ）の改修をされないか。

⑤カウベルホールについて、４月から休館しているが

町長はどのようにお考えか。

⑥職員の指導形態はどのようにされているのか。一般

職のみならず、技術職は検討されないのか。

⑦町有地の有効活用はどうするのか。

町 長

町 長

町 長

町 長

町 長

町 長

町 長



令和 2年 12月定例会

一 般 質 問 通 告 書

令和 ２ 年１１月２４日

琴浦町議会議長 小 椋 正 和 様

琴浦町議会議員 前 田 敬 孝

次の事項について質問します。

１１

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

１．文化的・芸術的イ

ベントの開催につい

て、町長の見解を問う

カウベルホール封鎖やコロナ禍により、町民が身近

に、文化芸術に触れる機会が極端に少なくなっている。

音楽、演劇、映画等は時に人の人生を左右するほどの

力を持つ。特に感受性の高い小学校高学年から中学に

かけての情操教育のひとつとして、学校のカリキュラ

ムだけでは限度があると考える。またようやく定年を

迎え、夫婦でゆっくり余暇を楽しみながら、余生を送

ろうと思っていた年配の方も存在する。このような時

世であるからこそ老若男女の域を超え、町民が気軽に

楽しめ、それぞれの作品について互いに意見を交わせ

るような機会を作るべきだと思う。

町民憲章の５項目のうち、４項目は SDGs（持続可
能な開発目標）とも大いに関連しているが、二つ目に

掲げている「一 歴史と文化の薫るまち 共に学び、

磨きあい、文化の薫り高いまちをつくりましょう。」に

関しては、SDGsとの関連性が非常に薄い。なぜなら
文化芸術は数値化やその結果が見えにくいからだと思

う。

琴浦町だけで開催が難しいようなら、他町と連携し、

持ち回り開催という形でもよい。このようなご時世だ

からこそ、より多くの町民が質の高い文化芸術を楽し

める機会を作っていただくよう提案する。

町 長

教育長



令和 2年 12月定例会

一 般 質 問 通 告 書

令和 ２ 年１１月２４日

琴浦町議会議長 小 椋 正 和 様

琴浦町議会議員 大 平 高 志

次の事項について質問します。

１２

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

１．町道改良について ○町道小学校松ケ谷・荒神谷線から国道９号線に接す

る部分は視界も悪く道路拡幅が必要であると一般質問

で取り上げたことがあるが、現在の進捗状況は。また

早期の事業着手を国交省に求められないか伺う。

○赤碕海蔵寺坂は狭小で車がすれ違うのにも苦労する

道でありながら児童生徒の通学路となっている。早急

な整備が必要だと思うが、どう考えておられるか伺う。

町 長

２．街路灯の更新補助

について

○街路灯の LED化事業は平成２９年度が最終で一定
の成果を見たが最近、故障等で点灯しないが何とかな

らないかという話を聞く。各集落で管理する事となっ

ているが故障時の改修補助を検討されないか伺う。

町 長

３．再議について ○９月定例会最終日に再議が行われたが、手続は妥当

であったか伺う。

町 長

４．町長の政治姿勢に

ついて

○来年３月には任期最後の予算編成で、今まさに総仕

上げの時期に入っています。そこでお伺いしますが、

掲げられた公約の一つである「次世代へ住んで楽しい

町づくり」の実現を目指して３つの公約を掲げられた

が、それは達成できたのでしょうか。未達成であると

すれば、限られた時間の中でどのような道筋をつけら

れるのか公約の評価を問う。

町 長



令和 2年 12月定例会

一 般 質 問 通 告 書
令和 ２ 年１１月２４日

琴浦町議会議長 小 椋 正 和 様

琴浦町議会議員 桑 本 始

次の事項について質問します。

１３

質問項目 質問要旨(内容) 答弁者

１．2020農林業センサ
スによる農業振興策に

ついて

①農林業センサスから見た琴浦町農業の現状と将来予

測について伺う。

②人口予測から地域農業構想（提言）

ａ農業ベースに多様な働き方で暮らす人の受け入れ

（半農半Ｘ等）について考えられないか。

ｂ中山間地域農業を支援するため、農業に必要な新規

就農者数の算出。これを基に将来の農業の姿や農業以

外で所得を確保する機会などを住民らで協議し、地区

の活性化プランを作成する。又、農業就業人口は 2045
年を予測する。

③令和３年度事業計画に、中山間地農業（後継者問題

も含む）について、県中部振興局、町・JA・普及所に
よる地域推進チームで営農計画を策定し、中山間地域

（古布庄、上郷、以西、安田）に出向き農政懇談会を

開催してはどうか。

④琴浦農政懇話会を設立してはどうか。

町 長

２．コロナ禍心のケア

相談所「まちなか保健

室」の開設について

①コロナ禍におけるメンタルケアの取り組みはどのよ

うにされているのか。

②複合的な悩み「脱・縦割り」ワンストップ総合相談

窓口（断らない相談窓口）「まちなか保健室」を開設し

てはどうか。

町 長


